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 解説
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　したがって，求める領域は，図の斜線部分。

　ただし，境界線を含む。
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　の直線を表す。

　この直線が�����の領域と共有点をもつような�N�の値の

　最大値と最小値を求めればよい。

　N�が最大となるのは，図から，直線�①�が第���象限で

　円� �[ � �\  ���と接するときである。

　直線�①�に垂直で円の中心�� 
�，� �を通る直線の方程式

　は�\ �[�であるから，これと� �[ � �\  ���を連立して
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　から，直線�①�が点���， 
�� �を通るときである。

　したがって，[��\�は
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���　D[�\ O��……�②�とおくと，②�は，

　傾き�D，\�切片�O�の直線を表す。

　$�� 
��，� �とする。

　O�が点�$�で最大となるとき，直線�②�は点�

　$�における円の接線と直線�\ �[����の

　間��一致する場合も含む��にある。

　点�$�における円� �[ � �\  ���の接線の方程
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　直線�②�が点�$�における円の接線と一致するとき
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　また，直線�②�が直線�\ �[����と一致するとき
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　したがって，求める�D�の範囲は　　���D��
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 解説
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　また，H �����……�であるから
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　概形は右の図のようになる。
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���　求める面積を�6�とすると，6�は右の図の斜線部分の

　面積である。
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 解説
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点�3�は直線�\ [�上の点である。

点�$，%�を通り，直線�\ [�に接する円を考えると，

点�3�がこの円と直線�\ [�の接点となるとき，

�$3%�は最大となる��その他の点は，円外の点に

なるから�。

このとき，方べきの定理により　　2$･2% 
�23

ゆえに　　�･� 
�23 　　

23!��であるから　　23 (�

よって，点�3�の座標は�� 
�，� �となり，このとき，

�$3% ����となる。
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 解説

��個のボールにつき，箱に入れる方法は��Q�通りあるから，Q�個のボールを��Q�個の箱に入
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